
 

 

令和３年度事業報告書 

 

令和２年１０月１日から令和４年３月３１日まで 

 

               ＮＰＯ法人ミライノタネ 

 

  ・理事会（開催年月日 令和 4月 29日） 

      開催場所 島根県鹿足郡津和野町河村１１５９－８ 

   出席者数  5 （理事人数  5  ） 

 議決事項の概要 令和３年度事業決算、次年度の事業計画について 

 

 

  ・総会 （開催年月日 令和 4年 4月 29日） 

    開催場所 島根県鹿足郡津和野町１１５９－８ 

    出席者数  9 名（うち表決委任者 0名）／正会員数   9 名 

 議決事項の概要 令和３年度事業決算と、次年度の事業計画について。 

  

 

 １ 事業の成果 

令和 2年 12月に実施した協働のまちづくり事業「つわのミライフ」ではシシ猟体験とシシ肉祭

りの 2 日程で実施。コロナの影響で規模を縮小しての開催にはなったが、2 日程ともチケットは

完売。PR動画も作成できた。 

7月から 8月にかけて行った夏休み中の事業では、3年目となる「しまね環境保全活動助成金事

業 高津川を見て感じて味わおう」の“山と川と暮らすキャンプ”、そしてこちらも 3 年目とな

る「協働のまちづくり事業つわのミライフ」の“鮎の友釣り体験”、そして自主事業として“川

遊び”を 4 日程設定し、1 枚のチラシでまとめて募集をかけた。募集範囲は鹿足郡、益田市、浜

田市、山口市の小学校児童、約 16,000人に配布した。 

キャンプの募集は当初 1日程を予定していたが、チラシ配布後即日で 30人の募集枠が完売して

しまったため、急遽もう 1日程増やして案内をし、2日程 60名の枠が 3日で完売するほどの人気

であった。津和野高校を中心に高校生スタッフも加わり、地域との連携の形を広げることもでき

た。キャンプの満足度は参加者のアンケート結果から、NPS値が 65Ptとなり、これはどの業界の

NPS 値ランキングで考えてもトップランキングの値であり、参加者がこの事業に深く賛同し推奨

していることが可視化された。 

今年度初挑戦の鮎の友釣り体験は、7 月末～8 月上旬に定員 20 名×3 日程で募集し、全日程で

定員の 6~7 割ほどが埋まった。3 回目は雨天中止となったので実際の実施は 2 回となり、合計参

加人数は子ども 19名、参加の保護者 6名、見学の保護者 7名であった。初めての企画でかつ、游

漁券の関係で参加費が高めであったものの、地元の漁師の方々が丁寧に参加者に対応したことも

あり①体験は楽しかった②漁師さんの説明は分かりやすかった③昼食は満足できた、という３つ

の質問に対して 12件の回答中 100％の YES回答であった。地元の漁師と釣り具メーカーの協力を

得ることで、高額な竿や仕掛けを貸し出すことで体験の敷居を下げ、漁師に釣り方を直接教わり

ながら体験できる貴重な機会を提供することができた。毎年継続して取り組み、友釣りを体験し

たことがある子供や大人を増やし、川の恵みや清流の生き物に親しむ機会を増やしていくことで

自然環境保全への意識を高めていくことと津和野町の交流人口を増やすことにもつながると考え

られる。 



 

 川遊びについては参加申し込みがあったものの、台風による増水で全日中止となった。 

 

令和 3 年度の協働のまちづくり事業は令和 4 年 2 月に冬キャンプと保護者を交えたシシ肉パー

ティーという形で実施した。真冬のキャンプは初挑戦で、また瀧元の新たなフィールドを開発す

ることにも挑戦した。そして、もうひとつの挑戦が、夏のキャンプの際にミラタネのメンバーか

らの「もっと保護者の方と話す時間があったらいいのではないか」という声から発案した保護者

も交えた食事会であった。 

そしてこの冬キャンプの実施によって、冬用の寝袋や仮設トイレを購入することができ、設備

としてはオールシーズンでキャンプができる態勢となった。 

コロナの急激な広がりでまん延防止対策が取られている中での開催となり、キャンセルが相次

ぐなど参加者は予定よりも少なくなってしまったが、それでも、2 日間で 40 名定員のところ 27

名の参加で実施できた。コロナの混乱もある、また日程①では雪が降り積もる天候となり、②で

は雨が降る中での開催となったが、子どもたちは冬の自然を存分に満喫できていた。 

冬キャンプの成果としては、子どもの満足度が 15件の回答中 5段階で 5評価が 11件（73％）4

評価が 4件（26％）となり、高い満足度となった。また驚くべきは保護者の NPS値が 80Ptとなっ

たことである。さらに大きいのは批判者が 0 であったことであるが、これは保護者とスタッフが

コミュニケーションを取る食事会の時間をとったことが影響しているとアンケートの記述をみて

も判断できた。キャンプの際に保護者との子どもたちの様子や出来事を共有する時間は、保護者

にとって非常に大きなことであり、なかなかそういった場が他にないからこそ、ミラタネがやる

意義・価値の高いことであると確信できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ 事業の実施に関する事項 

 

 

事業名 事 業 内 容 

実施事業の 

日時、場所、 

従事者の人数 

受益対象者の範囲 

及び人数、評価 

事業費の 

金額 

(単位：千円) 

①子どもの教育・子

育て環境の充実を

図る活動 

a）高津川を見て感

じて味わおう 

高津川で様々な体験

活動を小学生に提供

する 

令和3年7月30日-31日 

令和3年8月3日-4日 

高津川・枕瀬山キャンプ場 

のべ20名 

鹿足郡、益田市、

浜田市、山口市の

小学生 

30名×2日程 

1,230 

b)つわのミライフ 
シシ猟体験＆シシ肉

祭り 

令和2年12月12日、19日 

津和野町瀧元・枕瀬山 

のべ20名 

鹿足郡、益田市、

浜田市、山口市の

小学生とその保護

者 

のべ80名 

1,438 

b)つわのミライフ アユの友釣り 

令和3年7月24、25日 

日原地域高津川川原 

延べ15名 

鹿足郡、益田市、

浜田市、山口市の

小学生とその保護

者 

のべ30名 

297 

b)つわのミライフ 
炎のサバイバルキャ

ンプ 

令和4年2月5日-6日 

令和4年2月12日-13日 

津和野町瀧元地区山林 

のべ20名 

鹿足郡、益田市、

浜田市、山口市の

小学生とその保護

者 

のべ45名 

1,325 

②学生・若者・子育

て世代のキャリア

形成を支援する事

業 

今年度は実施せず 

③地域の資源、特色

を活かしたイベン

トの開催等により

観光や中山間地域

の発展を図る事業 

a）高津川を見て感

じて味わおう 

①に同じ 

b)つわのミライフ 

④その他目的を達

成するために必要

な事業 

今年度は実施せず 


